
本が生み出す

過去と未来
―市立図書館開館50周年―

特集

　本市には、市街地に大きな図書館があり、そのほか
にも、各地区に分館があります。これほどまでに図書
館が充実している市町村は全国でも珍しいそうです。
そんな自慢の図書館が、開館50周年を迎えました。

昭
和
46
年
４
月
１
日

塩
尻
市
立
図
書
館
開
館

昭
和
56
年
12
月
15
日

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
。

図
書
館
本
館
を
３
階
に
移
転

平
成
２
年
４
月
1
日

図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
一
人
６
冊
、
２
週
間
の

貸
し
出
し
が
可
能
に

平
成
８
年
10
月
30
日

古
田
晁
記
念
館
開
館

平
成
13
年
３
月
1
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

図
書
館
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
22
年
７
月
29
日

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
え
ん
ぱ
ー
く
」

開
館
。
図
書
館
本
館
を
移
転

図
書
館
50
年
の
歩
み

問 市立図書館 ☎ 0263�3365

開館当時の図書館塩尻総合文化センター時代の図書館現在の図書館
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平
成
24
年
７
月
29
日

信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋
開
校

平
成
27
年
11
月
12
日

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

２
０
１
５
」
優
秀
賞
を
受
賞

平
成
29
年
11
月
８
日

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
相
談
会
で

「
地
方
創
生
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
大
賞
」

審
査
会
特
別
賞
を
受
賞

令
和
３
年
４
月
１
日

市
立
図
書
館
開
館
50
周
年

令
和
３
年
７
月
29
日

信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋

第
10
期
開
校

多
く
の
人
が
訪
れ
る
図
書
館

今
年
で
開
館
50
周
年
を
迎
え
た

市
立
図
書
館
。
昭
和
46
年
に
現
在

の
塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
位

置
に
開
館
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
階

に
移
転
し
、
現
在
は
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
「
え
ん
ぱ
ー
く
」
に
本
館

が
あ
り
ま
す
。
え
ん
ぱ
ー
く
の
来

館
者
は
毎
年
約
65
万
人
以
上
に
上
っ

て
お
り
、
そ
の
約
７
割
が
図
書
館

の
利
用
者
で
す
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
図
書
館

　

地
域
や
社
会
の
変
化
に
伴
い
、

新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
図
書
館
は
、
そ
の
よ

う
な
地
域
課
題
に
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
連
携
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
相
談
会
は
、
市
内
で

の
起
業
を
創
出
。
今
年
の
３
～
５

月
に
は
、
本
市
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
販
売
会
社

「
A
&
F
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
上
條
史
生
館
長
は
、
「
本
市
の

図
書
館
で
は
、
え
ん
ぱ
ー
く
が
で

き
る
前
か
ら
、
『
図
書
館
員
が
図

書
館
の
中
だ
け
で
仕
事
を
し
て
い

て
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
は
生
ま

れ
な
い
』
と
い
う
意
識
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
意
識
が
現
在
の
図
書

館
の
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

進
化
し
続
け
る
図
書
館
を
目
指
し
て

本
市
の
図
書
館
は
、
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
本
を
借
り
る

場
所
」「
勉
強
す
る
場
所
」
で
は

な
く
、
進
化
し
続
け
る
図
書
館
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化

の
中
で
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、

図
書
館
か
ら
で
き
る
新
た
な
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
続
け
る
こ

と
で
、
市
民
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
施
設
で
在
り
続
け
ま
す
。
次
の

ペ
ー
ジ
か
ら
、
本
市
の
図
書
館
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影
響で一時的に図書館を閉館したことで、新た
なサービスの必要性を感じました。これは全
国の図書館共通の課題となっており、電子書
籍の導入なども普及してきました。これまで
本市でも、「ハイブリッド図書館」を掲げ、
紙媒体に加えデジタル媒体の情報サービスを
用意してきましたが、さらなる充実が必要で
す。すでに、リモートによる講座の開催や動
画の制作・配信などを開始し、12月には、図
書館システムとホームページの更新を行い、
便利な機能を追加する予定です。
　また、確かな情報がこれまで以上に必要と
なっています。家にいる時間が増え、先行き
の不透明感が高まり不安を感じる人も増えて
いる状況で、読書は確かな暮らしを保ち、心
の安定を図る上で有効です。今後も、今以上
に時代のニーズに応えられるよう進化する図
書館を目指していきます。

図書館長　上條　史生

進化する図書館を目指して

信州しおじり本の寺子屋ビジネス情報相談会

　人気の絵本作家 t
ツ ペ ラ
upera t

ツ ペ ラ
upera さんの特

製デザインを使用した、市立図書館初の公
式記念グッズを販売します。
■グッズ内容（２種類）
　〇布製トートバッグ
　〇保温冷タンブラー
■販売場所
　市立図書館本館
※数量、発売日などの詳
細は、市立図書館ホー
ム ペ ージ（ URLhttps://www.
library-shiojiri.jp/）でお知ら
せします。

開館５０周年
公式記念グッズを販売します

グッズのカラーな
どは変更となる場
合があります。
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読 

書
は
、
人
の
心
を
豊
か
に
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
読

書
を
す
る
こ
と
で
読
解
力
や
論
理
的

思
考
、
創
造
力
を
養
う
と
い
っ
た
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
力
は
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
に
も

つ
な
が
る
ほ
か
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

本
に
触
れ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
調
性
な
ど
の

数
値
で
図
る
こ
と
が
難
し
い
「
非
認

知
能
力
」
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い

う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
を
習
慣
に

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
よ

る
と
、
本
市
の
小
・
中
学
生
の
読
書

時
間
は
県
平
均
と
全
国
平
均
を
上

回
る
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
（
６

　

令
和
元
年
度
の
図
書
館
総
貸
出
冊
数
は
70
万
２
５
４
９
冊
。
市
民

一
人
当
た
り
年
間
約
10
冊
借
り
て
い
る
計
算
と
な
り
、
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
読
書
を

習
慣
付
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

幼
少
期
か
ら
の
読
書
で

　
　
　
人
生
を
豊
か
に

　２２年前、当時最年少で七大陸最
高峰を制覇したアルピニスト野口
健さんの自伝です。
　野口健さんは学生時代、登山家・
植村直己の本に出会い山へ陶酔。
現在もエベレストの清掃登山
を行うなど、精力的に環境問
題解決に取り組んでいます。
著者のありのままの姿に感
銘を受けると思います。

　私は「ふたりはともだち」をお
すすめします。
　５話の「おてがみ」は小学２年

国語の教科書にも掲載されてい
ます。かえるくんと、がまくんの
二匹が織りなす出来事、やり
とりをぜひお楽しみください。
　図書館には同書籍のシリー
ズや、英語版もあります。

　えんぱーくは、図書館と
子育て支援センターが隣接
しています。子育て支援セ
ンターからすぐ本を借りに
行ける環境や、おはなし会
などのイベント開催によっ
て、親子で本を楽しめます。

ふたりはともだち
アーノルド・ローベル／作

三木　卓／訳

落ちこぼれてエベレスト
野口　健／著

教育長　赤羽　高志 生涯学習部長　胡桃　慶三

教育長
おすすめ

生涯学習部長おすすめ

私たちのおすすめの本を紹介します！



特集
本が生み出す過去と未来
－市立図書館開館50周年－

本
を
紹
介
し
た
り
、
お
は
な
し
会
を

開
催
し
て
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を

活
性
化
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
豊
か

な
心
を
育
み
ま
す
。

子
ど
も
の
言
葉
と
心
を
豊
か
に
し
、

生
き
る
力
を
育
む

本
市
で
は
、
さ
ら
な
る
読
書
推
進

に
向
け
、
今
年
度
か
ら
「
読
書
大
好

ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
を
参
照
）。
本
市
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
を
推
進
す

る
た
め
、「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん・

ど
く
し
ょ
」
市
民
運
動
を
行
い
、
市

や
学
校
の
図
書
館
が
連
携
し
て
子
ど

も
た
ち
が
読
書
を
習
慣
に
で
き
る
環

境
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
本
館
が
あ
る
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
え
ん
ぱ
ー
く
」、

広
丘
図
書
館
が
あ
る
北
部
交
流
セ
ン

タ
ー
「
え
ん
て
ら
す
」
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
て
お
り
、
乳
幼
児
期
か
ら
本
に

触
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
図

書
館
職
員
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
、
子
ど
も
の
育
ち
に
合
っ
た

き
塩
尻
っ
子
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
家
庭
や
学
校
、
関
係

機
関
な
ど
が
連
携
し
、
子
ど
も
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
本
市
で
は
、
読
書

を
通
じ
て
子
ど
も
の
言
葉
と
心
を
豊

か
に
し
、
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
読
書
に
親
し
む
機

会
を
充
実
し
ま
す
。

塩尻の子どもたちの読書割合は
全国平均を超えています

　子育て支援センターと一緒に
よく利用します。おすすめの本
の更新頻度が高く、本の陳列の
仕方も考えられているので、子
どもも楽しめる場所だと思いま
す。また、本以外にも DVD を
借りられる点や施設が開放的な
点も良いですね。

中川　彩妃さん、縞ちゃん
（高出三区）

大人も子どもも楽しめる図書館

　小学生の頃から利用していま
す。小学生の頃は児童書を借り
ることがほとんどでしたが、現
在は大学の勉強で週１回以上利
用しています。塩尻市の図書館
は蔵書の数が多くさまざまな資
料があるので、レポートを書く
時に重宝しています。

廣瀬　皓一さん
（吉田五区）

蔵書が多く大学の勉強にうってつけ

平日の家庭での読書時間は、「１日30分以上」で見
ると、小学生49.４％（全国39.８％）、中学生35.５％（全
国27.0％）であり、全国に比べ、10％ほど高くなって
います。また「学校図書館や地域の図書館へ本を借り
にどのくらい行きますか」の質問については、行く割
合が全国より高く、各学校での一斉読書や市立図書館・
分館や地域と連携した読み聞かせの取り組みが成果を
上げていることが分かります。

（平成31年全国学力・学習状況調査より引用）

■…２時間以上　■…１～２時間　■…30分～１時間
■…10分～30分　■…10分以下　■…全くしない

0 20 40 60 80 100

全国
（公立）

長野県
（公立）

塩尻市

（％）

■グラフ１　授業以外に１日あたり読書する時間（小学生）
7.3

13.9 28.2 26.5 11.0 13.1

6.7

7.0

11.9 23.2 27.2 14.8 16.2

11.3 21.5 25.9 15.6 18.7

0 20 40 60 80 100

全国
（公立）

長野県
（公立）

塩尻市

（％）

■グラフ２　授業以外に１日あたり読書する時間（中学生）
6.7

10.9 17.9 26.2 16.5 21.8

5.3

4.8

9.3 16.8 25.7 15.8 27.1

7.6 14.6 23.4 14.8 34.8
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本
に
関
わ
る
人
た
ち
が
連
携
し
て

出
版
文
化
の
未
来
を
考
え
る

　
活
字
離
れ
と
言
わ
れ
る
昨
今
の
状

況
。
「
信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子

屋
」
は
、
そ
の
状
況
に
対
し
て
、
本

に
思
い
を
込
め
て
世
に
送
り
出
し
て

い
る
著
者
や
出
版
社
、
書
店
、
図
書

館
が
連
携
し
て
、
読
者
で
あ
る
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
本
の
魅
力
を
発

信
す
る
事
業
で
す
。
出
版
文
化
の
未

来
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
寺
子
屋
に

集
う
人
々
の
知
恵
の
交
流
を
促
す
こ

と
で
、
地
方
発
の
文
化
の
創
造
と
発

信
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

講
師
と
の
距
離
感
が
好
評

　
本
の
寺
子
屋
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
あ
り
、
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
長

田
洋
一
さ
ん
は
「
現
在
、
読
書
人
口

や
読
書
の
時
間
は
下
降
線
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
90
年
代
後
半
頃
を
境
に

出
版
部
数
は
減
少
し
、
本
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
本
の
寺
子
屋
に
は
毎
回
多
く

の
受
講
者
が
参
加
。
環
境
が
変
化
し

て
も
、
本
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
す
。
「
作
者
の
生
の
声
を
聞

け
る
」
と
い
う
点
や
、
講
師
と
の
距

離
が
近
く
熱
量
を
感
じ
ら
れ
る
点
が

受
講
生
に
好
評
で
す
。
10
年
目
と
な

る
今
年
は
、
記
念
講
演
会
や
書
籍
の

出
版
な
ど
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
塩
尻
の
文
化
に
光
を
当
て

る
「
地
域
文
化
サ
ロ
ン
」
も
新
た
に

開
校
。
昆
虫
食
や
地
域
の
文
化
人
な

ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ま
で
本
の
寺
子
屋
に
参
加
し
て

い
な
か
っ
た
人
た
ち
が
参
加
す
る
な

ど
、
新
た
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
図
書
館
が
大
切
に
し
て

い
る
塩
尻
の
文
化
や
歴
史
な
ど
に
関

す
る
郷
土
資
料
の
活
用
を
促
し
、
郷

本
の
魅
力
は
無
限
大

―
信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋
10
周
年
―

　

今
年
で
開
校
10
周
年
を
迎
え
る
「
信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋
」
。

作
家
や
評
論
家
な
ど
、
本
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
師
の
生
の
声
が

聞
け
る
、
図
書
館
で
も
特
に
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

土
愛
や
地
域
へ
の
誇
り
の
醸
成
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

若
者
が
参
加
し
た
く
な
る
講
座
を

　
今
後
の
課
題
に
長
田
さ
ん
は
「
若

者
が
参
加
し
た
く
な
る
内
容
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
や
、
夏
目

漱
石
や
太
宰
治
の
よ
う
な
誰
も
が

知
っ
て
い
る
テ
ー
マ
を
題
材
に
す
る

の
も
大
切
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
の
未
来
に
つ
い
て
長
田

さ
ん
は
「
情
報
入
手
の
ス
ピ
ー
ド
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
が
、
創
造
力
を
養
う
と
い
う
点
で

は
本
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
人
が
読
む
本
の
数
は
減
っ
て
も
、

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
の
寺
子
屋
な
ど
で
、
本
の
未
来
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

本の寺子屋をテーマに市立図書
館の挑戦が書かれた書籍。今年
７月に第２作目が刊行されます。

1さまざまな分野の講師を迎え、本の未来を一緒に考えていきます。
2昆虫食をテーマに行った「地域文化サロン」。地域の文化にも触れられます。
3コーディネーターの長田洋一さん。
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3
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特集
本が生み出す過去と未来
－市立図書館開館50周年－

― 申し込み方法 ―
　図書館本館カウンター、電話またはメール（ tosho@city.shiojiri.lg.jp）でお申し込みください。メールの場合は、
本文に「氏名（フリガナ）」「電話番号」「お住まいの地区」「参加したい講演会」を記入の上、お申し込みください。

開校
10周年
記念 問 市立図書館 ☎ 0263�3365

養老孟司さん講演会「これだけは言っておきたかった」

　東京大学名誉教授で、「バカの壁」
の著者でもおなじみの養老孟司さ
んの講演会です。
■日時　８月 21日㈯
　　　　午後２時～４時
■場所　レザンホール大ホール

■講師　養老　孟司さん（東京大学名誉教授）
■定員　600人（申し込み多数の場合は抽選）
■参加費　無料
■申し込み方法
　往復はがきに応募者全員の「氏名」「住所」「電話番
　号」を記入の上、〒３９０‐８５３９　市民タイムス総務局
　「養老孟司講演会係」宛て（住所の記載は不要）に
　郵送してください。（１枚で３人まで応募可。重複
　応募無効。往復はがきでない場合無効）
■申込期間　６月５日㈯～７月31日㈯（郵送必着）
※８月14日㈯までに抽選結果はがきを郵送します。

小泉今日子さん講演会「本と本屋とわたし」

　歌手、女優としてはもちろん、書
評家としても活躍する小泉今日子さ
んの講演会です。
■日時　８月 29日㈰
　　　　午後２時～４時
■場所　レザンホール大ホール
■講師　小泉　今日子さん（女優）
■定員　6００人（申し込み多数の場合は抽選）
■参加費　無料
■申し込み方法
　往復はがきに応募者全員の「氏名」「住所」「電話番号」
　を記入の上、〒399-0736　塩尻市大門一番町１２番２
　号　塩尻市立図書館「小泉今日子講演会係」宛てに
　郵送してください。（１枚で３人まで応募可。重複
　応募無効。往復はがきでない場合無効）
■申込期間　６月５日㈯～８月７日㈯（郵送必着）
※８月22日㈰までに抽選結果はがきを郵送します。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により中止となる場合があります。また、イベント参加の
際にはマスク着用を、発熱などの症状がある場合はイベントの参加をご遠慮ください。

　絵本作家こがようこさんに
よる楽しいおはなし会です。
■日時　６月27日㈰
　　　　午前10時半～11時半
■場所　市民交流センター
　　　　３階多目的ホール
■内容　「こがようこのおはなしおやつ」
■講師　こが　ようこさん（絵本作家）
■定員　70人（先着順）
■参加費　無料
■申込開始日　６月６日㈰

▶▶▶信州しおじり子ども本の寺子屋
「こがようこおはなし会」 　10周年を迎えた「信州しお

じり本の寺子屋」の今年度の
開校式です。評論家で多くの
著書を出版されている佐高信
さんによる講演です。
■日時　７月18日㈰
　　　　午後２時～４時
■場所　市民交流センター３階多目的ホール
■講師　佐高　信さん（評論家）
■定員　60人（先着順）
■参加費　無料
■申込開始日　６月13日㈰

▶▶▶佐高信さん講演会「タブーに挑む本」

　地域雑誌「谷中・根津・千
駄木」の創刊者である森まゆ
みさんの講演会です。
■日時　７月25日㈰
　　　　午後２時～４時
■場所　市民交流センター
　　　　３階多目的ホール
■講師　森　まゆみさん（ノンフィクション作家）
■定員　60人（先着順）
■参加費　無料
■申込開始日　６月20日㈰

▶▶▶森まゆみさん講演会
「地域雑誌26年で考えたこと。」

　岩手県紫波町図書館（オ
ガールプラザ）の主任司書で
ある手塚美希さんの講演会で
す。図書館員向けですが、ど
なたでも参加できます。
■日時　７月26日㈪
　　　　午後２時～４時
■場所　市民交流センター３階多目的ホール
■講師　手塚　美希さん（紫波町図書館主任司書）
■定員　60人（先着順）
■参加費　無料
■申込開始日　６月20日㈰

▶▶▶手塚美希さん講演会
「地域と人に寄り添う図書館」

　来年の３月にかけて、14回の講演会、
６回の企画展を開催します。詳細は年
間リーフレットをご覧ください。
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